
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 

　携帯電話版 http://www.city.inagi.tokyo.jp/i/ 
　（左のＱＲコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください） 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

85,587 

43,351 

42,236 

36,227

人 

人 

人 

世帯 

196人増 

99人増 

　　97人増 

164世帯増 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳と 
　外国人登録によるものです。 

人口と世帯数 
（平成24年4月1日現在） 

2012
平成24年 

第1092号  4.15
毎月1日・15日発行 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 

主
な
記
事 

市長コラム「平成24年度当初予算」 
都市計画マスタープランの 
　　　　　全体構想改定素案 
平成24年度　予算の概要 
75歳以上高齢者世帯アンケート 
市民くらしの相談 
ヘルスメーター 

2 面 
 

3 面 
4・5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎月1日・15日発行 

物的支援状況
支援物資支援先発送日

毛布150枚、非常食150食、
感染防止衣300着、 土  嚢 袋5,000枚、

ど のう

サージカルマスク15,000枚、その他作業着など
福島県相馬市

3月14日～15日、
4月25日、
5月  9  日・17日、
6月  1  日

サージカルマスク15,000枚、手袋2,500組、
感染防止衣100着、防寒ジャンパー29着、
その他救急用資機材など

福島県相馬地方
広域消防本部3月31日、4月20日

サージカルマスク45,000枚、
手袋7,500組、消毒液30リットル

宮城県亘理地区
行政事務組合3月31日

土嚢袋3,000枚岩手県石巻市4月26日
ペットボトル飲料水120本岩手県釜石市5月14日

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害にににににににににに対対対対対対対対対対すすすすすすすすすするるるるるるるるるる備備備備備備備備備備ええええええええええをををををををををを災害に対する備えを
ぜひ登録を！災害情報等メールシステム
　災害情報等メールシステムでは、市内で発生した火災情報、
地震や気象情報及び地域安全情報などを配信しています。

▽登録方法　パソコンや携帯電話などから登録用アドレス「 � saigai@ifd119. 
com」に「登録希望」と入力し、送信してください（ＱＲコー
ド読み取り機能のある携帯電話をご利用の方は、右のＱＲコー
ドをご利用ください）。
■問稲城消防署総務課庶務係　1377－7119

災害時要援護者登録
　災害時に自力で避難することが難しい高齢の方や障害のある方などの所在や
その他の状況を、行政機関や自治会などが日頃から把握し、災害時の安否確認
と迅速な初期支援活動につなげるために、市民相互支援ネットワークづくりを
行っています。ぜひ登録してください。
■対自力で避難することが難しい高齢（65歳以上）の方または障害のある方

▽登録方法　災害時要援護者登録カードに必要事項を記入し、直接持参または
郵送で登録してください。

▽災害時要援護者登録カード配布・提出場所　生活福祉課、平尾・若葉台出張
所、地域の民生・児童委員
■問生活福祉課地域福祉係

家具転倒防止器具助成事業
■対市内居住で住民登録または外国人登録のある世帯
※助成は1世帯1回限り（平成21年度～23年度当事業により支給した世帯は対象外）
■定家具転倒防止器具助成事業＝約250世帯、取付助成事業＝約45世帯
※予定件数を超えた場合は抽選とします（高齢者、障害者は優先）。
■内家具転倒防止器具（つっぱり棒など）の現物支給
※高齢者世帯などには、家具転倒防止器具などの取付支援があります。詳細は
問い合わせてください。
■申器具助成、取付助成事業ともに、申請書（稲城消防署防災課、市役所1階総合案
内・高齢福祉課、平尾・若葉台出張所）に必要事項を記入して申請してください。
※申請には印鑑が必要です。

▽申請期間　4月16日（月）～30日（月・休）
■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

稲城市木造住宅耐震診断助成制度
■対市内にある木造（在来軸組工法に限る）の住宅（現に居住している住宅）で、
昭和56年5月31日以前の建築確認で建築した所有者が個人の木造住宅　

▽助成費用　上限5万円　
※詳細は問い合わせてください。
■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

稲城市商工会住宅改修等補助金
　住宅のリフォーム工事または耐震補強工事を市内の業者が施行した場合、そ
の経費の一部を商工会が補助します。
■対申請日時点に市民の方で対象住宅を所有している方

▽補助対象工事　自己の居住の用に供する住宅（併用・集合住宅の場合は個人
住宅部分）で40万円以上の工事

▽補助金額（①と②の併用不可）
①リフォーム工事　工事額の10％（20万円を限度）
②耐震補強工事　工事額の10％（50万円を限度。稲城市木造住宅耐震診断助
成を受けて実施する工事に限る）
■申工事着工前に申請書と必要書類を添付のうえ、商工会窓口に提出してください。
■限平成25年1月31日（木）
※詳細は、「稲城市商工会」ホームページで確認いただくか、直接問い合わせ
てください。
■先■問稲城市商工会　1377－1696

稲城
なしのすけ

東日本大震災義援金等の受付
　市と社会福祉協議会では、被災地の支援と復興を目的として、義援金の受付
を行っております。皆様からご協力いただいた義援金の額は10,336,024円
（平成24年3月30日現在）です。引き続き9月30日まで市内公共施設などで受
付を行っておりますので、皆様の温かいご支援をよろしくお願いします。
■問生活福祉課地域福祉係

国体啓発ポロシャツなどで被災地支援
　第68回国民体育大会稲城市実行委員会では、国体のＰＲとして「国体啓発＆
被災地支援ポロシャツ・ワイシャツ・ネクタイ」を作製し、東日本大震災で被
災された方々に対する「義援金」を含めた価格で販売を行いました。販売枚数
は、ポロシャツなどが522枚、ネクタイが203本で、義援金の総額は197,200
円となりました。この義援金については、稲城市実行委員会から「相馬市（福
島県）震災孤児等支援金支給基金」へ送金いたします。
■問体育課体育係

稲城市の被災地支援状況稲城市の被災地支援状況
市では、これまで被災地のために多くの職員派遣、物的支援を行ってきました。

職員派遣状況（平成24年4月1日現在）
目的人数行き先日程

被災地復旧・捜索活動8福島県相馬市平成23年3月13日～15日
救援物資搬送6福島県相馬市3月14日～15日
災害支援ナース1宮城県気仙沼市3月24日～27日

救援物資搬送2宮城県亘理町
福島県相馬市3月31日

災害支援ナース1宮城県気仙沼市4月17日～20日
救援物資搬送2福島県相馬市4月20日
救援物資搬送4福島県相馬市4月25日
避難所管理運営業務1岩手県大槌町5月6日～11日
救援物資搬送4福島県相馬市5月9日
救援物資搬送4岩手県釜石市5月14日～15日
避難所管理運営業務2岩手県釜石市①5月14日～19日
救援物資搬送3福島県相馬市5月17日
災害援助協定締結、救援物資搬送4福島県相馬市6月1日
避難所管理運営業務1岩手県釜石市②6月3日～8日
仮設町役場事務執行業務1福島県浪江町（二本松）6月23日～30日
避難所管理運営業務1岩手県釜石市③6月30日～7月8日
罹災証明認定調査事務1福島県いわき市7月3日～10日
罹災証明認定調査事務1宮城県仙台市7月25日～31日
復興支援ボランティア31岩手県陸前高田市8月2日～3日
罹災調査・税務（家屋調査）1福島県福島市9月1日～平成24年3月31日
復興プロジェクト企画運営1岩手県陸前高田市10月31日～12月28日
選挙運営支援1宮城県選挙管理委員会11月6日～14日
市道復旧・避難道路整備等
（土木技術職派遣）1福島県相馬市平成24年4月1日～

平成25年3月31日

▲希望の1本松
　（岩手県陸前高田市）

　東日本大震災が発生し1年余りが過ぎました。お亡くなりになっ
た方々のご冥福をお祈りするとともに、今もなお避難生活を送ら
れている方々にお見舞い申し上げます。
　震災時は災害対策本部を設置し、市内の帰宅困難者受け入れや
火災などの災害対応に努めてまいりました。そして、被災地へは
救援物資の搬送、中・長期の職員派遣などを通じて、1日も早い
復興を支援しております。
　一方、市内では、震災を受けて避難所に無線機設置や避難者の

連絡手段確保のための特設公衆電話を設置、耐震診断及び改修に
対する補助費用額の拡充や家具転倒防止器具助成事業についても
市独自の継続を決めました。いま一度、こうした制度なども活用
し、災害に対する備えを進めていただきたいと思います。
　災害発生の初期には市民の皆様の自助、共助が重要になります。
まず最初に助けてくれるのは地域の人達です。大災害発生時には
地域の力を結集して助け合いをお願いします。

稲城市長　�橋勝浩

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか東日本大震災かららららららららららららららららららららららららら１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年１年東東日日本本大大震震災災かからら１１年年
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
に
ご
加
入
を
！　

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
都
内
全
市
町
村
が
共
同
実
施
す
る
公
的
な
交
通
災
害
共
済
で
す
。
現
在
市
民
課
及
び
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
に
て
加
入
申
込
受
付
中
で
す
。
■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

梨
赤
星
病

梨 
赤
星
病 

あ
か
ほ
し
び
ょ
う

予
防
の

予
防
の
お
願
い

お
願
い

　

３
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成　
２４

年
第
１
回
稲
城
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
６
つ
の
特

別
会
計
に
関
す
る
新
年
度
当
初

予
算
が
議
決
さ
れ
、
４
月
１
日

か
ら
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、

２３

前
市
長
が
勇
退
予
定
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
政
策
的
経
費
を
除
い

た
骨
格
予
算
で
し
た
。そ
こ
で
、

私
の
就
任
後
の
６
月
議
会
に
上

程
し
た
補
正
予
算
を
併
せ
て
実

質
的
な
当
初
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
通
常
の
予
算
編
成

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
初
の
当

初
予
算
で
あ
り
、
次
の
４
点
を

基
本
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

第
１
に
、
健
全
財
政
の
維
持

　

今
回
の
予
算
で
特
に
重
点
を

置
い
た
こ
と
は
、
新
公
会
計
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
準
備

経
費
で
す
。
将
来
に
向
け
持
続

可
能
で 
強
靭 
な
財
政
基
盤
を
構

き
ょ
う
じ
ん

築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
民
間

企
業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
発
生

主
義
・
複
式
簿
記
の
考
え
方
に

基
づ
く
財
務
書
類
を
整
備
し
、

コ
ス
ト
意
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
プ
ラ
ザ
に
も
重

点
を
お
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
待
ち
望
ん
だ
温
水
プ
ー

ル
と
健
康
増
進
施
設
は
、
い
よ

い
よ
５
月　

日
に
開
業
い
た
し

２８

ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
健
康
な
ま
ち
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

市
長
コ
ラ
ム

平
成　

年
度
当
初
予
算

２４

No.6

と
長
期
総
合
計
画
の
主
要
事
務
事

業
の
推
進
。
第
２
に
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
と
稲
城
市
の
防

災
対
策
。
第
３
に
、
平
成　

年
度

２３

ま
で
３
年
間
を
想
定
し
て
い
た
緊

急
経
済
対
策
の
継
続
。
第
４
に
、

例
外
な
き
事
務
事
業
の
見
直
し
、

経
常
経
費
の
抑
制
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
の
規
模
は　

億

２４

３２４

円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成　

年
度

２３

６
月
補
正
後（
実
質
的
当
初
予
算
）

と
の
比
較
で
１
・
３
％
の
増
加
で

す
が
、
今
回
の
予
算
に
は（
仮
称
）

南
山
小
学
校
の
用
地
購
入
費
約　
２２

億
円
を
含
み
ま
す
の
で
、
そ
の
特

殊
要
因
を
除
く
と
、
５
・
６
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
緊
急

経
済
対
策
や
社
会
保
障
経
費
の
増

加
な
ど
の
影
響
で
、
年
々
予
算
規

模
が
膨
張
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
規
律

に
も
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

稲城市長
�橋　勝浩

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申

２３

告
か
ら
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入

金
額
の
合
計
額
が　

万
円
以
下
で
、

４００

か
つ
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が　

万
円
以

２０

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
税
務
署
に

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
（
医
療
費
な
ど
に
よ
り

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は

除
く
）
。

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
方
で
次
に
該
当
す
る
場
合

は
、
市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
が
必

要
な
方　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
が
あ
る
方

②
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得

の
み
が
あ
る
方
で
、
公
的
年
金
な

ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
控
除
以
外
の
控
除
（
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料

控
除
、生
命
保
険
料
控
除
、医
療
費

控
除
な
ど
）
の
適
用
を
受
け
る
方

▽
申
告
に
必
要
な
も
の　

①
申
告
書
・
印
鑑　

②
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票③
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

そ
の
所
得
が
分
か
る
も
の　

④
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
な
ど
の
支
払
い
が
あ
っ
た

方
は
、
平
成　

年
分
の
領
収
書

２３

ま
た
は
支
払
い
が
分
か
る
も
の

⑤
生
命
保
険
・
地
震
保
険
な
ど

の
支
払
い
が
あ
っ
た
方
は
、
平

成　

年
分
の
支
払
い
証
明
書

２３
⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
領
収

２３

書⑦
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
状
況

を
証
明
で
き
る
も
の　

■問
 

課
税
課
市
民
税
係

　

平
成　

年　

月
に
誕
生
し
た
稲

２３

１０

城
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
稲

城
な
し
の
す
け
」
を
活
用
し
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
を
作
成

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
使
用
許
諾
申

請
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

■日
 

４
月　

日（
木
）

２６

■時
 

午
後
７
時
〜

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

※
事
前
申
込
不
要

■問
 

経
済
課
商
工
観
光
係

　

ビ
ャ
ク
シ
ン
類（
貝
塚
イ
ブ
キ
、

玉
イ
ブ
キ
、
一
部
の
コ
ニ
フ
ァ
ー

な
ど
）
は
梨
の
「
赤
星
病
」
の
伝

染
源
と
な
り
ま
す
。稲
城
市
で
は
、

梨
の
栽
培
に
長
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。特
産
物
の
梨
を
守
る
た
め
に
、

市
内
に
は
こ
れ
ら
の
植
物
を
植
え

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■問
 

経
済
課
農
政
係
、
東
京
南
農
業

協
同
組
合
稲
城
支
店
指
導
経
済
課 

1　

・
６
０
０
２

３７７

　

日
米
親
善
事
業
と
し
て
、
多
摩

サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
内
で
の
散
策
、

自
然
観
察
が
行
え
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方
（
個
人
ま
た
は

市
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
）

※
今
年
度
よ
り
、
個
人
で
の
申
し

込
み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

■日
 

５
月　

日
（
木
）
・
６
月
６
日

３１

（
水
）の
い
ず
れ
か
一
日

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

米
軍
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

（
大
丸
）

※
利
用
規
定
で
定
め
ら
れ
た
エ
リ

ア
に
限
り
ま
す
。　

■定
 

一
日　

人
程
度（
申
込
先
着
順
）

３０

■持
 

当
日
施
設
に
入
場
す
る
際
は
、

参
加
者
全
員
の
身
分
証
明
書
〔
①

運
転
免
許
証
、②
住
基
カ
ー
ド（
顔

写
真
つ
き
）、
③
パ
ス
ポ
ー
ト（
コ

ピ
ー
不
可
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

１
点
〕
が
必
要
で
す
。

※
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

■申
 

電
話
で
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

４
月　

日（
月
）以
降
に
直
接
窓
口

１６

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
本
人
（
団
体
の
場
合
は
代
表

者
）
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

〔
①
運
転
免
許
証
、
②
住
基
カ
ー

ド
（
顔
写
真
つ
き
）
、
③
パ
ス
ポ

ー
ト
（
コ
ピ
ー
不
可
）
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
１
点
〕
と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
金
）

２７

■先
 

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

春
の
散
策
を

春
の
散
策
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

　

事
務
事
業
評
価
は
、
行
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
の
実
現
、
成
果
重
視
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
な
ど
を
図

る
た
め
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
事
務
事
業
評
価

２３

は
、
平
成　

年
度
の
教
育
委
員
会

２２

　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識
や
経

験
を
市
政
運
営
に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
。
市
に
は
、各
種
委
員
会
・

審
議
会
な
ど
へ
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
市
民
の
方
の
情
報
を
登
録
し

て
お
く
「
人
材
バ
ン
ク
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
市
政
運
営
に
参
加
・

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ

ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

２０

の
方

　

夫
婦
や
家
族
の
問
題
、
あ
る
い

は
結
婚
や
離
婚
に
関
す
る
こ
と
、

自
身
の
生
き
方
、
仕
事
や
職
場
の

こ
と
、
恋
人
や
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、
現
代

社
会
で
は
個
人
の
悩
み
は
複
雑
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
心
配
ご
　

新
し
い「
い
な
ぎ
市
の
手
引
き
」

お
届
け
し
ま
す

市市
民民
便便
利利
帳帳

「「
いい
なな
ぎぎ
市市
のの

手手
引引
きき
」」

評価結果
事業数事業の方向性評点

6事業Ａ：事業の拡充等、積極的な
推進が適当20～17点

7事業Ｂ：現行水準を維持し、着実
な実施が適当16～13点

0事業Ｃ：事業の規模と内容の見直
しが必要12～  9  点

0事業Ｄ：事業の抜本的見直しまた
は縮小が必要  8  ～  5  点

0事業Ｅ：事業の廃止または他事業
との統合が必要  4  ～  0  点

所
管
の
事
務
事
業
（　

事
業
）
を

１３

対
象
と
し
て
評
価
し
ま
し
た
。

評
価
の
方
法

　
　

事
業
を
各
所
管
部
署
で
自
己

１３
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に

庁
内
評
価
委
員
会
で
総
合
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

　

各
事
業
の
評
価
に
当
た
っ
て
は

「
必
要
性
」
「
公
平
性
」
「
効
率

性
」
「
成
果
」
の
項
目
ご
と
に
５

点
満
点
で
採
点
し
、
合
計
が　

点
２０

満
点
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

総
合
評
価
は
、
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の

５
段
階
評
価
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
で
構
成
す
る
行
政

改
革
監
理
委
員
会
に
は
、
評
価
に

対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

評
価
結
果
（
左
上
表
参
照
）

　
　

事
業
の
評
価
結
果
は
、
Ａ
評

１３
価
が
６
事
業
（　

・
１
％
）
、
Ｂ

４６

評
価
が
７
事
業
（　

・
９
％
）
と

５３

な
り
、
Ｃ
か
ら
Ｅ
評
価
の
該
当
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
詳
細
は
、
市
役
所
１
階
行
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
図
書
館
、
第

三
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

②
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が

あ
り
、
積
極
的
に
行
政
運
営
に
参

加
す
る
意
欲
の
あ
る
方

③
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、

そ
の
他
の
分
野
で
専
門
的
知
識
・

経
験
の
あ
る
方

■申
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
（
協
働
推
進

課
）、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
に
あ
る
登
録
カ
ー

ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係

と
が
あ
る
け
れ
ど
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
。
誰
に
も
自
分
の
気
持

ち
を
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。
一

人
で
悩
ん
で
い
る
な
ら
、
誰
か
に

話
す
こ
と
で
解
決
の
糸
口
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
面
接
に

よ
る
相
談
が
困
難
な
方
は
電
話
相

談
も
で
き
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ま
た
、
水
曜
日
は
男
性
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

■日
 

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、
第

４
土
曜
日

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

■費
 

無
料

■申
 

相
談
日
前
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

は
、
行
政
情
報
を
市
が
作
成
し
、

製
作
協
定
を
結
ん
だ（
株
）サ
イ
ネ

ッ
ク
ス
が
掲
載
広
告
を
募
集
し
、

そ
の
広
告
収
入
に
よ
り
製
作
か
ら

配
布
ま
で
行
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
「
い
な
ぎ
市
の
手
引

き
」
は
、
４
月
末
か
ら
５
月
に
か

け
て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
全
て

の
世
帯
へ
お
届
け
し
ま
す
。
６
月

に
入
っ
て
も
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
、
（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

（
1　

・　

・
１
５
５
６
）
ま
た

０４２

５４８

は
市
役
所
秘
書
広
報
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
製
作
に
あ
た
り
ご
協
力

い
た
だ
い
た
広
告
主
並
び
に
関
係

団
体
の
方
々
に
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

■問
 

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

▲

稲
城
市
の
手
引
き
（
表
紙
）

人
材
バ
ン
ク

人
材
バ
ン
ク

登
録
者
募
集

登
録
者
募
集

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
知
識
・
技
術
・
経
験

あ
な
た
の
知
識
・
技
術
・
経
験

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

〜
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

〜
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

女女
性性
のの
悩悩
みみ
相相
談談

平
成
平
成　

年
度
年
度

２３２３事
務
事
業
評
価

事
務
事
業
評
価

（
平
（
平
成成　

年
度
年
度

２２２２
事
務
事
業
分
）

事
務
事
業
分
）

公
的
年
金
な
ど
を

公
的
年
金
な
ど
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

確
定
申
告
不
要
制
度
創
設
に

確
定
申
告
不
要
制
度
創
設
に

 
伴
い
市
民
税
・
都
民
税
の

伴
い
市
民
税
・
都
民
税
の

申
告
が
必
要
な

　

申
告
が
必
要
な

場
合
が

場
合
が
あ
り
ま
す

あ
り
ま
す

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城なしのすけ

「「稲稲城城ななししののすすけけ」」
デデザザイインンななどどのの

使使用用許許諾諾申申請請説説明明会会をを
開開催催ししまますす
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▽
４
月
後
半
の
作
業
日
・
地
区　

４
月　

日（
火
）・
平
尾
、　

日（
火
）・
坂
浜

１７

２４

■申
 

電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。
■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 

て
い

　

ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

引
火
性
の
強
い
も
の
を
有
害
物
と

し
て
搬
出
せ
ず
に
燃
え
な
い
ご
み

と
し
て
搬
出
し
ま
す
と
、
収
集
車

の
車
両
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
大

変
危
険
で
す
。
可
燃
性
ガ
ス
が
残

っ
て
い
る
・
残
っ
て
い
な
い
に
関

わ
ら
ず
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
は
、
有
害
物
の
日
に
出
し
て

　

ツ
ル
物
植
物
を
ネ
ッ
ト
に
は
わ

せ
、
室
内
へ
の
夏
の
熱
い
日
差
し

を
遮
る
こ
と
で
、
冷
房
の
効
率
化

を
図
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
実

践
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、

植
物
の
種
子
・
ネ
ッ
ト
・
園
芸
棒
・

培
養
土
を
配
布
し
、
実
践
の
結
果

を
写
真
・
ア
ン
ケ
ー
ト
で
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間　

緑
の
カ
ー
テ

ン
設
置
後
〜
９
月
末
ご
ろ

■定
 

約　

世
帯

１００
募
集
し
ま
す

緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン

モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー

　

市
役
所
２
階
環
境
課
窓
口
で
、

花
や
ハ
ー
ブ
の
種
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
の

緑
化
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

花
の
種
を

花
の
種
を

配
布
し
て
い
ま
す

配
布
し
て
い
ま
す

　

平
成　

年
の
都
市
計
画
法
の
改

１２

正
に
伴
い
、
平
成　

年
に
策
定
さ

１５

れ
た
「
稲
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
は
、
第
三
次
稲
城
市

長
期
総
合
計
画
（
平
成　

年
度
〜

１３

　

年
度
）
に
則
し
、
都
市
計
画
分

２２野
の
総
合
的
・
体
系
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
と
し
て
、そ
の
役
割
、

機
能
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
、
市
で
は
、
学
識

経
験
者
や
市
民
委
員
に
よ
る
稲
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改

定
委
員
会
を
組
織
し
、
第
四
次
稲

城
市
長
期
総
合
計
画
（
平
成　

年
２３

度
〜　

年
度
）
の
策
定
や
東
日
本

３２

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

稲
城
市
都
市
計
画

稲
城
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

全
体
構
想
の

　

全
体
構
想
の

改
定
素
案

改
定
素
案

大
震
災
な
ど
自
然
災
害
か
ら
の
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
低
炭

素
型
社
会
の
実
現
な
ど
の
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
、
稲
城
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
稲
城
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
「
全
体
構
想

の
改
定
素
案
」
の
取
り
ま
と
め
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に
対

す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
今
回
募
集

す
る
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
全
体
構

想
の
精
査
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
別
構
想
の
改
定
検
討
を
進
め
、

稲
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
を
行
う
予
定
で
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■間
 

４
月　

日
（
月
）
〜
５
月
２
日

１６

（
水
）

▽
資
料
設
置
場
所　

市
役
所
３
階

都
市
計
画
課
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

市
で
は
、
将
来
の
社
会
変
動
や

自
然
環
境
に
対
し
、
下
水
道
が　
２１

世
紀
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
べ
き
か
、
国
な
ど
が
示
す

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
東
京

都
の
下
水
道
計
画
、
市
の
関
連
計

画
を
考
慮
し
、
下
水
道
事
業
が
抱

え
る
課
題
に
対
す
る
今
後　

年
間

１０

の
取
り
組
み
方
針
と
具
体
的
な
施

策
を
示
し
た
「
稲
城
市
下
水
道
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
及
び
事

業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

聴
取
し
、
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
、下
水
道
課
を
中
心
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
本
プ
ラ
ン

の
基
本
理
念
と
す
る
「
人
と
水
が

共
生
す
る
環
境
の
創
出
に
向
け
て

〜
次
世
代
に
確
か
な
未
来
を
〜
」

を
目
指
し
て
、
下
水
道
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
及
び
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
お
い
て
は
、
下
水
道
の
受

益
者
で
あ
る
と
と
も
に
使
用
者
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
プ
ラ
ン
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
取
り
組
み
に
対
す
る
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
稲
城
市
下
水
道
プ
ラ
ン
」は
、

市
役
所
総
合
案
内
・
３
階
下
水
道

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
地

域
振
興
プ
ラ
ザ
、
各
図
書
館
、
総

合
体
育
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
 

下
水
道
課
計
画
工
事
係

■申
 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
な
た
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
の
う

ち
「
稲
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
全
体
構
想
の
改
定
素
案

へ
の
ご
意
見
」
、
フ
ァ
ク
ス
（
5

　

・
４
７
８
１
）
、
郵
送
、
持
参

３７７（
市
役
所
３
階
都
市
計
画
課
）
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
件
名
に
「
稲
城
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
全
体
構

想
の
改
定
素
案
へ
の
意
見
」
と
明

記
し
、
ご
意
見
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
は
そ
の
ま
ま
公
表
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
文
に
は
、

個
人
（
本
人
を
含
む
）
や
第
三
者

が
特
定
さ
れ
る
内
容
は
記
載
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
・
電
話
に
お
け
る
口
頭
で

の
ご
意
見
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
後
日
、
い

た
だ
い
た
ご
意
見
の
内
容
と
ご
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

し
ま
す
。

■問
 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

▲

稲
城
市
下
水
道
プ
ラ
ン（
表
紙
）

※
資
材
が
な
く
な
り
次
第
、
募
集

を
終
了
し
ま
す
。

■申
 

４
月　

日（
月
）午
前
９
時
か
ら

１６

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
・

住
所
・
電
話
番
号
・
希
望
資
材
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
案
内
と
種

子
、
資
材
引
換
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
案
内
に
従
い
、
東

京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
支
店
へ

資
材
を
受
け
取
り
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
過
去
に
モ
ニ
タ
ー
参
加
さ

れ
た
世
帯
で
、
報
告
書
の
提
出
が

な
か
っ
た
方
な
ど
は
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

▽
資
材
引
換
場
所　

東
京
南
農
業

協
同
組
合
稲
城
支
店
（
東
長
沼
２

１
１
０
の
１
）

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

く
だ
さ
い
。

　

乾
電
池
や
蛍
光
管
な
ど
の
有
害

物
は
、
お
子
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
や

電
話
機
の
子
機
な
ど
に
入
っ
た
ま

ま
搬
出
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

々
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
ご
み
を

出
す
際
に
は
、
「
ご
み
・
リ
サ
イ

ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
も
う
一
度
、
有
害

物
が
混
ざ
っ
て
い
な
い
か
確
認
し

て
か
ら
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

稲
城
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の

２２

住
宅
に
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
警
報

ブ
ザ
ー
や
音
声
に
よ
り
、
火
災
の

発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
と
と
も
に

奏
功
事
例
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
一

日
も
早
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
て
の
部
屋
（
浴
室
、ト
イ
レ
、

洗
面
所
、
納
戸
な
ど
を
除
く
）
・

台
所
・
階
段
に
設
置
が
必
要
で
、

自
分
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
防
災
用
品
の
取
扱
店
、
電

気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
購
入
で
き
ま
す
。
日
本
消
防
検

定
協
会
鑑
定

品
の
「
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
」
が

付
い
て
い
る

も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た

ら
維
持
・
管
理
が
大
切
で
す

○
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ほ
こ
り

が
付
く
と
、
火
災
の
煙
を
感
知
し

に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定

期
的
に
乾
い
た
布
で
ふ
き
取
り
ま

し
ょ
う
。

○
作
動
テ
ス
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

定
期
的
に
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
を
押

し
た
り
、
ひ
も
を
引
く
な
ど
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
正
常
に
作
動

　

応
急
手
当
講
習
の
受
講
を
容
易

に
す
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
が
受

講
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
証
明
書
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

す
る
こ
と
で
１
時
間
の
講
義
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
３
時
間
の
普
通
救

命
講
習
が
２
時
間
の
実
技
講
習
を

受
け
る
こ
と
で
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
証
明
書
に
は
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
警
防
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７ 受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

応
急
手
当

 
応
急
手
当

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

　

市
で
は
、
市
内
空
間
放
射
線
量

測
定
対
応
方
針
を
定
め
、
昨
年
６

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
市
内　

カ
３８

所
の
定
点
で
の
測
定
と
は
別
に
、

公
共
施
設
で
子
ど
も
が
多
く
利
用

す
る
施
設
を
優
先
し
て
局
所
測
定

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
測
定
は
市
職
員
な
ど
が

地
表
１　

で
行
い
、
測
定
結
果
が

cm

対
応
方
針
で
定
め
る
基
準
値（
０
・

　

μ　

／
ｈ
）
以
上
の
箇
所
は
、

２３

Sv

清
掃
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
、
全

て
基
準
値
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

　

測
定
結
果
（
下
表
参
照
）
及
び

清
掃
対
応
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
測
定
機
器　

Ｐ
Ａ－

１
０
０
０

（
ラ
デ
ィ
）
を
通
常
使
用

※
Ｐ
Ａ－

１
０
０
０
（
ラ
デ
ィ
）

の
測
定
結
果
が
基
準
値
以
上
と
な

っ
た
場
合
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｓ－

　

Ｂ
で

１７２

再
測
定
を
実
施

市
立
小
・
中
学
校
（
①
）

　

城
山
小
学
校
で
１
カ
所
、
稲
城

第
五
中
学
校
で
２
カ
所
、
基
準
値

以
上
の
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
清

掃
を
実
施
し
、
再
度
測
定
し
た
結

果
、基
準
値
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

■問
 

学
校
教
育
課
庶
務
係

乳
幼
児
保
育
施
設
（
②
）

　

基
準
値
以
上
の
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係

児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
（
③
）

　

基
準
値
以
上
の
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

■問
 

文
化
セ
ン
タ
ー
課
庶
務
係
（
児

童
館
及
び
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
）
、

子
育
て
支
援
課
児
童
係
（
民
間
学

童
ク
ラ
ブ
）

幼
稚
園
（
④
）

　

基
準
値
以
上
の
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

■問
 

総
務
課
総
務
係

公
園
・
緑
地
（
⑤
）

　
 
奚  
疑 
公
園
で
基
準
値
以
上
の
場

け
い 

ぎ

所
が
１
カ
所
あ
り
ま
し
た
。
清
掃

を
実
施
し
、再
度
測
定
し
た
結
果
、

基
準
値
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

■問
 

緑
と
建
設
課
緑
と
公
園
係

稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森
（
⑥
）

　

基
準
値
以
上
の
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

■問
 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

◆
共
通
事
項

　

測
定
場
所
及
び
結
果
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公共施設の空間放射線量局所測定結果（概要）
測定結果※

（単位：μSv／ｈ）測定日測定箇所数測定施設

0.040～0.2021月30日～2月14日210カ所①市立小・中学校（17校）

0.042～0.2111月24日～2月24日102カ所
②公立・私立認可保育園（13園）
　認証保育所（6園）
　家庭福祉員（1施設）

0.052～0.2011月31日～2月13日34カ所③児童館・学童クラブ（13施設）
0.052～0.1722月1日～21日51カ所④私立幼稚園（7園）
0.036～0.21   2月 2 日～3月27日306カ所⑤公園・緑地（114施設）
0.039～0.1082月20日22カ所⑥稲城ふれあいの森

※清掃実施箇所については、清掃後の測定結果725カ所合計：172施設

す
る
か
テ
ス
ト
し
ま
し
ょ
う
。

■問
 

稲
城
消
防
署
予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

NS
▲ＮＳマーク

ラ
イ
タ
ー
・

ラ
イ
タ
ー
・

ス
プ
レ
ー
缶
・
乾
電
池
・

ス
プ
レ
ー
缶
・
乾
電
池
・

蛍
光
管
な
ど
は

蛍
光
管
な
ど
は

月
１
回
の
有
害
物
へ

月
１
回
の
有
害
物
へ　
!!!!

「「
稲稲
城城
市市

下下
水水
道道
ププ
ララ
ンン
」」をを

策策
定定
しし
まま
しし
たた
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２４・４・１５ 代表電話は378－2111　（4）

第四次長期総合計画に第四次長期総合計画に
基づく平成基づく平成2424年度予算の年度予算の
主な事業主な事業

【コミュニティの充実と交流の推進】 � 5,340万円

○コミュニティの育成支援（自治会等関係費、Ｉ
のまちいなぎ市民祭事業ふれあいまつり部門補
助、市民活動サポートセンター運営費補助、地
区会館・集会所指定管理料、自治会集会施設等
建設費補助など）
○市域を越えた交流の推進〔姉妹都市等交流事業
（契約旅館利用助成金、国際交流事業委託など）〕
【安全安心なまちづくり】 ���� 3億5,066万円

○防災対策の推進（地域防災計画の修正、地域配
備消火器事業、災害対策訓練事業、コミュニテ
ィ防災センター管理事業、家具転倒防止器具助
成事業、自主防災組織育成事業など）
○地域ぐるみの防犯活動〔多目的広報車保険料、
チラシ（全戸配付）製作用紙代、地域安全情報
メール配信、防災行政無線による注意喚起（緊
急時）、多摩稲城防犯協会負担金など〕
○消防体制の充実〔消防施設・設備の充実（救助
工作車・高規格救急車・消防団可搬ポンプの更
新、消防団本部指揮車）、消防団関係経費など〕
○救急体制の充実（救急医療情報システム、救命
講習など）

【地域で育む共生意識と活気あふれる地域交流】

 ������������������ 633万円

○人権の尊重（人権啓発事業、市民憲章運動推進
事業、アドボカシー室運営事業）

○平和で友愛に満ちた社会の推進（平和都市宣言
関係事業）

○男女共同参画社会の推進（女性の悩み相談、女
性問題を考えるフォーラム事業、青少年問題協
議会など）

【生きぬく力の育成】 ����� 49億3,637万円

○幼児期の教育の振興（私立幼稚園協会補助、私
立幼稚園就園奨励費補助、私立幼稚園等園児保
護者負担軽減補助、在宅幼児教育費補助など）
○義務教育の充実〔教育研究・研修に関する経費、
教育指導・教育相談所・教育指導行事に関する
経費、小・中学校特別支援学級費、小・中学校
管理運営・ニュータウン内小・中学校などの買
取事業、（仮称）南山小学校建設事業、学校給
食共同調理場管理運営など〕
○青少年の健全育成（稲城ふれあいの森事業、成
人式経費、青少年育成地区委員会関係費、青少
年委員関係費、青少年指導者養成事業など）

【生涯学習の推進】 ������� 9億5,528万円

○生涯にわたる学習・文化・芸術活動などの振興
（生涯学習推進事業、ふれんど平尾運営事業、
Ｉのまちいなぎ市民祭事業文化祭・芸術祭部門
補助、社会教育関係団体補助、生涯学習だより
「ひろば」の発行など）
○社会教育の充実〔公民館主催事業（稲城フェス
ティバル・稲城寄席など）、自主的学習グルー
プ援助事業、文化センター管理運営、ｉプラザ
整備運営事業、図書館事業、ブックスタート事
業（赤ちゃんへの絵本現物支給）、城山体験学
習館管理運営事業など〕
○文化財の保存と活用（文化財講座、文化財調査
報告書等印刷、郷土資料室講座など）
○スポーツ・レクリエーション活動の振興（小学
校体育館個人開放、地域市民プール運営、市立
公園内体育施設管理運営、中央大会派遣経費、
体力づくり運動推進、市民体育大会運営、国民
体育大会経費、ヴェルディ支援推進事業など）

【快適な環境への改善と保全の推進】

 ��������������� 14億5,170万円

○環境負荷低減の推進〔（仮称）第二次稲城市環
境基本計画の策定〕
○循環型社会づくり［ごみ減量再資源化推進事業
〔（仮称）第二次稲城市一般廃棄物処理基本計画
の策定など〕、東京たま広域資源循環組合三多
摩は一つなり交流事業、 塵  芥 収集運搬処理事業、

じん かい

高温水設備保守詳細点検委託、し尿収集運搬処
理事業、浄化槽管理指導事業など］
○快適な生活環境の確保と清潔なまちづくり（公
害対策事業、清掃思想普及事業）

【産業の振興】 ��������� 1億3,685万円

○都市農業の振興（農業近代化資金利子補給事業、
農業後継者等育成事業、農業環境対策推進事業、
地産地消推進事業、廃食油リサイクル委託、農
産物直売所マップ作成委託、ファミリー農園整
備委託、農産物品評会経費など）
○地域社会との共生をめざす製造業・情報通信業
などの工業の育成〔商工会補助金（パソコン講
座事業、住宅改修補助事業など）〕
○市民生活を豊かにする商業の活性化〔商工会補
助金（生き活き商品券補助事業、地域認証ブラ
ンド創出事業、インターネット活用情報交流事
業費補助）、新・元気を出せ商店街事業補助、
商店会活性化事業補助など〕
○まちの賑わいの創出〔小口事業資金融資あっせ
ん事業経費（信用保証料補助金の拡充の継続）、
商工会補助金（商店街等研修事業費補助）〕
○観光・スポーツ・レクリエーションを通じたま
ちの活性化［観光推進事業〔（仮称）メカデザイ
ナーズサミットの開催〕、Ｉのまちいなぎ市
民祭事業産業まつり部門補助、商店街振興経
費］

【安定した消費生活の推進】 ���� 1,216万円

○市民の消費生活に関する意識啓発（市民相談事
業、生活資金融資あっせん事業経費、消費者ル
ーム運営事業）
○市民の消費生活環境に対する意識啓発の推進
（くらしフェスタ開催事業委託）

【安心して暮らせるまちづくり】 �� 26億3,198万円

○計画的な土地利用の推進（都市計画審議会関係
費、生産緑地地区都市計画変更図書作成委託、
地区計画の変更など）

○市街地の整備（榎戸・矢野口駅周辺・稲城長沼
駅周辺・南多摩駅周辺・南山東部・上平尾・ 小  

こ

 田  良 土地区画整理事業）
だ ら

○充実した道路網の整備（多7・4・5号線整備、
道路改修整備事業、道路維持補修等経費、街路
樹等維持管理経費）

○河川・水路の整備（公水路等 浚渫 事業・維持補
しゅんせつ

修経費、排水門管理経費、雨水排水ポンプ場管
理経費）

【安全で快適なまちづくり】 �� 12億9,724万円

○鉄道・バス交通の充実（南武線連続立体交差事
業、Ｉバス事業）

○交通安全の推進（交通安全推進経費、交通安全
施設等整備管理経費、自転車対策経費）

○下水道の整備〔公共下水道事業（第三期・南山
東部）、業務経費、維持管理経費など）〕

【豊かな水と緑のあるまちづくり】 �� 3億4,535万円

○緑を守り育てる〔自然環境保全緑化推進事業（保
全地域助成補助など）〕

○楽しく魅力ある公園づくり〔公園建設事業、公
園維持管理事業（公園駐車場の有料化）、（公財）
いなぎグリーンウェルネス財団関連事業など〕

○水と緑のネットワークづくり（三沢川側道歩道
照明設置工事）

【市民参加の拡充】 �������� 5,356万円

○行政情報の透明化〔情報公開・個人情報保護関
係費、文書管理関係費、資産公開関係費、広報
広聴活動事業（広報紙等全戸配布）〕

【行政サービス向上のための行財政】

 ��������������� 41億9,352万円

○健全な行財政運営〔企画事務・行政管理・税務
総務・統計調査総務・職員管理・電算管理運営
費、公共施設予約システムの構築、新公会計シ
ステムの導入、各種基金の積立、市税の賦課徴収
（個人市民税などの電子申告の実施、コンビニ収
納におけるモバイルレジ機能の追加）、庁舎維持
管理費、市有建築物維持・保全計画の策定など〕
○自治体間の連携推進（霊園・メモリアルホール
整備事業、環境衛生関係負担金）
○適正な人事管理（職員管理費、職員研修費）
○情報通信技術の活用（平尾・若葉台出張所経費、
保育料・介護保険料のコンビニ収納の開始準備
など）

【健康の保持・増進と医療の充実】 � 12億1,800万円

○健康づくりの推進〔妊婦健診、乳幼児健診、予
防接種（ポリオ、ＢＣＧ、三種混合、日本脳炎、
インフルエンザ、ヒブ、肺炎球菌、子宮 頸 がん

けい

など）、健康づくり推進事業、健康プラザ運営
事業、国民健康保険特定健診・特定保健指導の
実施、感染症予防事業など〕

○医療体制の充実（医療費助成受付事務事業、か
かりつけ医推進事業、産婦人科外来診察室改修
工事、放射線治療装置などの備品の整備、院内
保育室、市立病院施設維持管理計画の策定、休
日急病診療事業など）

【社会福祉の充実】 ������ 84億1,004万円

○地域福祉の推進（社会福祉協議会運営費補助事
業、成年後見制度等利用者支援事業、福祉セン
ター事業、権利擁護センター事業、民生委員・
保護司関係費、戦没者援護関係事業、保健福祉
推進委員会関係費など）

○高齢者福祉の充実（介護予防・地域支え合い事
業、在宅高齢者支援事業、高齢者住宅維持管理
経費、老人福祉施設整備・措置関係費、老人福
祉週間事業、老人福祉館運営費など）

○障害者（児）福祉の充実［心身障害者福祉関係
事務事業、心身障害者福祉手当等関係事業、心
身障害者団体等市補助事業、在宅心身障害者ヘ
ルプ事業、自立支援給付等事業、障害児支援事
業〔（仮称）発達支援センター準備経費〕、地域
生活支援事業など］
○子育て支援の充実〔第二～第五保育所運営、認
証保育所運営等・家庭福祉員運営事業、保育所
等運営委託事業（病児・病後児保育事業）、保
育所施設整備事業、民間保育所振興費補助金、
学童クラブ運営・整備事業、児童館運営事業、
子育て支援事業、子ども手当・児童手当給付事
業、乳幼児医療費助成等事業など〕
○ひとり親家庭への支援〔母子父子関係事業（ひ
とり親家庭等医療費助成・ひとり親家庭児童入
学援助金、ひとり親家庭ホームヘルプサービス
事業委託、母子家庭自立支援給付金など〕
○低所得者などへの支援（面接相談員の配置、中
国残留邦人等支援・相談員の配置、生活保護就
労支援委員の配置、生活保護事業、生活保護法
外援護事業、中国残留邦人等生活支援事業など）

【社会保険制度の推進】 ���� 20億2,264万円

○医療保険制度や年金制度の推進（後期高齢者医
療健康診査項目の追加など）
○介護保険制度の推進（地域介護予防活動支援事
業の充実、包括的支援事業の充実など）

１
の柱

だれもが健康で安心して
ともに暮らせるまちづくり

116億5,068万円

3
の柱

だれもが心豊かに暮らせる
平和で安全なまちづくり

4億1,039万円

4
の柱

環境にやさしく
活力あふれるまちづくり

16億71万円

2
の柱

人と文化を育む
ふれあいのあるまちづくり

58億9,165万円

5
の柱

水と緑につつまれた
やすらぎのあるまちづくり

42億7,457万円

6
の柱

市民とともに歩むまちづくり
42億4,708万円

666666666666666つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつのののののののののののののののののののののののののの柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱つの柱66つつのの柱柱



（5）　代表電話は378－2111

　平成２４年度当初予算が、２月２８日から開かれた市議会第１回定例会で可決成
立しました。予算総額は下表のとおりで、全会計で５７９億７,２０８万円、前年度
当初予算に比べ０.３％の減となりました。市の予算の中心となる一般会計の予
算規模は、３２４億円と、前年度当初予算に比べ４.５％の増となりました。なお、
前年度当初予算は骨格予算であったため、６月議会に政策的経費を含めた補正
予算を上程し、併せて実質的な当初予算としております。これと比較すると
１.３％の増となりました。
　平成２４年度は、以下の４点を基本に取り組む予算としています。
①将来を見据えた健全な財政を維持しながら、第四次長期総合計画に基づいた
事業を中心に実施するための予算とし、市の将来都市像である「緑につつまれ
友愛に満ちた市民のまち稲城」～ともにつくろう笑顔あふれる元気なまち～を
実現するため、まちづくりの基本目標に沿った施策を推進していきます。
②東日本大震災の復興に向けた息の長い支援を行うとともに、防災対策にも計
画的に取り組みます。
③３年間の時限措置として行ってきた緊急経済対策は、当面の間、継続します。
④第四次行政改革による職員定数の適正化や民営化の推進などに取り組み、時
代に即した施策を展開するとともに健全な財政運営を維持するため、事務事業
を見直し、経営努力を図り、より一層の創意工夫に取り組みます。
 ��������������������������� ■問 財政課財政係

※人口は平成24年1月1日現在（85,361人）

市税 
138億5,523万円 

42.8％ 

歳入 その他 
14億3,632万円 

4.4％ 

使用料及び手数料 
4億5,891万円 
1.4％ 

繰入金 
13億5,390万円 

4.2％ 

分担金及び負担金 
6億1,186万円 
1.9％ 

地方消費税交付金 
8億1,732万円 
2.5％ 

国庫支出金 
35億6,674万円 
11.0％ 

地方交付税 
14億6,854万円 

4.5％ 

市債 
38億6,240万円 
11.9％ 

都支出金 
49億6,878万円 
15.4％ 

民生費 
114億4,453万円 

35.3％ 

歳出 

その他 
2億6,660万円 
0.9％ 

消防費 
10億4,239万円 

3.2％ 

議会費 
3億2,833万円 
1.0％ 

公債費 
19億8,680万円 

6.1％ 

総務費 
29億9,108万円 

9.2％ 

衛生費 
29億7,257万円 

9.2％ 

土木費 
45億6.372万円 
14.1％ 

教育費 
68億398万円 
21.0％ 

１００
００ 

１００００ 
１００００ 

１００００ 

市民1人当たりの一般会計歳出予算額（379,564円）

消防費 12,211円 教育費 79,708円 公債費 23,275円 その他 6,970円

総務費 35,040円 民生費 134,072円 衛生費 34,824円 土木費 53,464円

議会費
労働費
農林費
商工費
予備費

グラフ1　歳入当初予算額　324億円（一般会計）

グラフ2　歳出当初予算額　324億円（一般会計）

■主な見直し事業 ���������������������� （単位：千円）

予算額
（影響額）事　業　内　容事　　業

112
（12）

任意団体である学校保健会が廃止となることから、学
校保健に関する助言や課題についての協議、連携、情
報交換等を行う組織として、市内の医師やＰＴＡ、校
長、養護教諭、学校給食共同調理場栄養士などからな
る、学校保健連絡会を設置する。

学校保健連絡会の設置

196
（△1,168）

城山公園中央図書館駐車場の有料化に伴い、道路上で
の入場待ちが解消されると考えられることから、土・
日曜日、祝日などに中央図書館に配置してきた交通整
理誘導員を平成24年5月で廃止する。

公園駐車場の有料化に
伴う中央図書館交通整
理誘導業務の廃止

■主なレベルアップ事業 ���������������������� （単位：千円）

予算額
（影響額）事　業　内　容事　　業

11,224
（6,610）

個人市民税等の電子申告を地方税ポータルシステム
（エルタックス）で行うため、システム構築及び改修
を行う。

地方税ポータルシステ
ムによる個人市民税等
の電子申告の実施

3,681
（252）

コンビニエンス収納代行システムに携帯電話からの銀
行引落しが可能となる「モバイルレジ」機能を追加し、
市税・国保税の更なる納付環境を拡大することで、利
便性の向上を図る。

コンビニエンスストア
収納代行にモバイルレ
ジ機能の追加

14,197
（7,098）

小口事業資金及び小口零細企業資金の融資あっせん信
用保証料補助率を2分の1から10分の10に引き上
げる、緊急経済対策を継続する。

小口事業資金等融資あ
っせん緊急経済対策
（信用保証料補助金の
拡充）の継続

18,000
（12,000）

市内事業者による個人住宅のリフォーム工事に対する
補助の限度額を10万円（工事費の5％）から20万円
（工事費の10％）に引上げる。また、平成23年度
から実施している耐震補強工事に対する補助の拡充
（補助限度額を30万円から50万円に引上げる措置）
を継続する。

個人住宅改修時（市内
業者施工）補助の拡大
及び耐震補強工事補助
拡充の継続

708
（135）

生活資金融資のうち、教育資金及び木造住宅耐震診断
助成制度による耐震診断に基づく耐震補強工事等の改
修を行うための住宅資金の融資で本人負担利子額が
2,000円以上となるものについて、本人負担額を2
分の1に軽減する緊急経済対策を継続する。

生活資金融資あっせん
緊急経済対策（利子補
給補助金の拡充）の継
続

254
（200）

健康づくり事業から心の病気に関する分野を独立させ
るとともに、パソコンや携帯電話から市民が簡単に利
用できる自己問診型のメンタルセルフチェックシステ
ムを導入することで、うつ病予防などの充実を図る。

こころの健康づくり推
進事業

10,979
（3,383）

新たに家庭福祉員を1人増員し、2人の子どもを預か
ることで、待機児童の解消を図る。あわせて、家庭福
祉員をサポートする連携保育所を1園増やす。

家庭福祉員及び連携保
育所の拡充

7,913
（3,556）

平成24年10月から健診・外来棟の中に、新たに定
員4人の「病児保育室」を開設する。既設の病後児保
育室も併置することで、事業の充実を図る。

病児・病後児保育事業
の拡充

7,465
（5,485）

東日本大震災及び台風15号での災害を教訓に、消防
団員の大規模災害現場での対応力強化を図るため、携
行型救助工具セット、水防対策資機材、新型防火衣な
どを整備する。

消防団員装備品等の拡
充

15,231
（8,996）

東日本大震災を教訓に、避難所となる小・中学校及び
保育園への発電機、災害対策本部及び帰宅困難者用の
非常食、保育園への備蓄資機材及び備蓄用飲料水など
を整備する。

避難所備蓄資機材等の
充実

3,772
（3,772）

本事業は、東京都区市町村振興協会の基金を財源とし
て、平成21年度から開始し、平成23年度に当初の
目標を達成し完了したが、市の単独事業として、平成
23年10月時点の世帯数の10％まで普及させるため、
平成25年度まで事業を継続する。

家具転倒防止器具助成
事業の継続

7,420
（5,357）

平成23年度から小・中学校各1校で実施している本事
業を、新たに小学校3校で開始し、学校図書館機能の
充実を図る。

学校図書館活性化推進
員の拡充

■主な新規事業 �������������������������� （単位：千円）

予算額事　業　内　容事　　業

1,570

稲城市イメージキャラクター「稲城なしのすけ」を
50cc、90cc、125cc以下の原動機付自転車のナ
ンバープレートに印刷し、市民の愛着を深め広く稲城
市をＰＲする。

原動機付自転車「稲城
なしのすけ」ナンバー
プレート作成委託

9,480

世帯数は増加しているものの、新聞購読世帯が増えな
いことから、広報紙の新聞折込をやめ（5,656千円
皆減）、委託による全戸配布を実施する。
※議会だより、広報特集号なども同様に取り扱う

広報紙の全戸配布

9,341インターネットや携帯端末から公共施設の予約が可能
となるようシステムの構築を行う。

公共施設予約システム
の構築

109,095
霊園・メモリアルホールの整備のため、平成24年5
月に設立する稲城・府中墓苑組合に対する負担金及び
設立までの事務費を計上する。

霊園・メモリアルホー
ル整備事業（稲城・府中
墓苑組合負担金など）

2,485農産物直売所マップ作成を緊急雇用事業として実施す
る。

緊急雇用対策事業（農
産物直売所マップ作成
委託）

5,884
保育料及び介護保険料のコンビニエンスストア収納を
平成25年4月から開始するため、システムの改修及
び収納代行準備を委託する。

保育料及び介護保険料
のコンビニエンススト
ア収納（開始準備）

7,276平成24年6月から大丸公園駐車場及び城山公園中央
図書館駐車場の有料化を実施する。公園駐車場の有料化

2,037東京ヴェルディのホームタウンとして、様々な事業を
実施して、ヴェルディの支援を推進する。

ヴェルディ支援推進事
業

平成24年度会計別予算

増減率
％

Ｃ
増減額
（Ａ－Ｂ）

Ｂ
平成23年度
当初予算額

Ａ
平成24年度
当初予算額

区分

4.5
（1.3）

13億9,000万円
（4億1,466万円）

310億1,000万円
（319億8,534万円）324億円一 般 会 計 ※1

5.33億7,849万円72億    855万円75億8,704万円国 民 健康保険事業
特 別 会 計

△6.0△1億7,533万円29億　  44万円27億2,511万円土 地 区画整理事業
特 別 会 計

16.03億6,811万円23億　  67万円26億6,878万円下水道事業特別会計
△4.7△1億7,362万円36億9,919万円35億2,557万円介 護 保険特別会計
11.61億1,050万円9億5,462万円10億6,512万円後期高齢者医療特別会計
△15.5△14億7,297万円94億7,343万円80億　  46万円病 院 事 業 会 計
△100.0△6億　240万円6億　240万円※2　　0円受託水道事業特別会計
△0.3△1億7,722万円581億4,930万円579億7,208万円合　　計

※1　平成23年度当初予算は骨格予算であったため、政策的経費を含めた6月補正後の予算
額などを（　）内に記載。

※2　受託水道事業特別会計は平成23年度で廃止

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののののののののののののののの概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要平平成成２２４４年年度度 予予算算のの概概要要
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

自分で � をつけてみましょう！
□硬い物が食べにくくなった
□汁物でむせることがある
□口の渇きが気になる
□言葉が話しにくい
□いつまでも美味しく食事がしたい

上記のうち一つでも　 がついた方は、ぜひ
ご参加ください。

　

現
在
手
当
を
受
給
中
の
方
で
施

設
へ
の
入
所
な
ど
に
よ
り
受
給
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方
は
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
手
当

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
　

難
病
に 
罹  
患 
し
て
治
療
中
の
方

り 
か
ん

に
、
特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金
を
支

　

市
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、　

月
１０

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

地
域
包
括

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

 

支
援
セ
ン
タ
ー

受
託
法
人

受
託
法
人

　

市
で
は
毎
年
、
高
齢
者
世
帯
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
の
見
守
り
体
制
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
・
回
収
に

民
生
委
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■対
 

①　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

７５

の
方　

②
世
帯
全
員
が　

歳
以
上

７５

の
方
（　

歳
未
満
の
同
居
者
が
い

７５

る
場
合
で
も
、
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
方
は
対
象
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

■間
 

４
月
下
旬
〜
６
月
末

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
「
寝
た
き

り
」
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
参

加
者
か
ら
は「
体
が
軽
く
な
っ
た
」

「
教
室
を
き
っ
か
け
に
体
を
動
か

す
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

■日
 

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎
週

１１

１３

金
曜
日
（
全　

回
）

１０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

ほ
め
方
の
コ
ツ
、
子
ど
も
へ
の

接
し
方
な
ど
が
学
べ
る
ペ
ア
レ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
平
成　

年
４
月
〜

１７

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

子
育
て
力
向
上
講
座

子
育
て
力
向
上
講
座

（

　

（
ペ
ア
レ
ン
ト

ペ
ア
レ
ン
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

ペアレントトレーニング開催日
4月24日（火）第1回
4月26日（木）第2回
5月10日（木）第3回
5月17日（木）第4回
5月31日（木）第5回
6月  7  日（木）第6回
6月21日（木）第7回
7月  5  日（木）第8回
7月12日（木）第9回

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■定
 
　

人
（
抽
選
）

１５
※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

■申
 

４
月　

日（
金
）ま
で
に
電
話
で

２７

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

（
療
育
手
帳
）
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

民
営
バ
ス
（
京
王
バ
ス
、
小
田
急

バ
ス
な
ど
）
を
ご
利
用
の
際
に
、

乗
務
員
に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と

で
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

※
ｉ
バ
ス
の
運
賃
に
つ
い
て
は
、

大
人
の
み　

円
か
ら　

円
に
割
引

１７０

１００

と
な
り
ま
す
。
小
人
運
賃
の
障
害

者
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は

東
京
都
内
で
乗
車
し
、
か
つ
東
京

都
内
で
降
車
す
る
場
合
に
の
み
適

用
さ
れ
ま
す
。　

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

給
し
ま
す
。

▽
対
象
疾
病　

下
表
の
と
お
り

※
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、
児
童

育
成
手
当
条
例
に
基
づ
く
障
害
手

当
の
受
給
者
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▽
見
舞
金
額　

月
額
５
千
円

▽
支
給
方
法　

年
３
回
の
口
座
振

込
（
６
月
、　

月
、
２
月
に
前
月

１０

ま
で
の
分
を
支
給
）

■持
 

申
請
に
必
要
な
も
の

①
東
京
都
発
行
の
医
療
券
の
コ
ピ

ー
（
必
要
に
応
じ
て
特
殊
疾
病
に

罹
患
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

医
師
の
診
断
書
）　

②
特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金
支
給
認

定
申
請
書
〔
現
在
受
給
し
て
い
る

方
に
は
、
申
請
書
で
な
く
現
況
届

を
郵
送
し
ま
す
。
年
１
回
（　

月
１０

ご
ろ
）
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
〕　
　

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

平
成　

年
３
月
生
ま
れ
の
お
子
さ

２０

ん
の
保
護
者
で
全
回
参
加
で
き
る

方■日
 

左
表
の
と
お
り

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

４５

１１

４５

■場
 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
向
陽
台

（
向
陽
台
小
学
校
敷
地
内
）

■定
 

８
人
（
申
込
先
着
順
）

■費
 

無
料

※
兄
弟
の
保
育
あ
り
（
１
歳
半
以

上
の
未
就
園
児
に
限
り
ま
す
）
。

■申
 

４
月　

日（
火
）午
前
９
時
か
ら

１７

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

1　

・
６
３
６
６

３７８

人工透析を必要とする 腎 不全、先天性血液凝固因子欠乏症等、スモン、ベーチェ
じん

ット病、重症筋無力症、全身性エリテマトーデス、多発性硬化症、再生不良性貧
血、強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎、筋 萎 縮性側索硬化症、特発性血小板減少

い

性紫 斑 病、サルコイドーシス、 高  安 病、結節性動脈周囲炎、 潰  瘍 性大腸炎、ビュ
はん たか やす かい よう

ルガー病、天 疱  瘡 、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻 痺 、大脳皮質基底
ほう そう ひ

核変性症、パーキンソン病）、劇症肝炎、 脊 髄小脳変性症、モヤモヤ病（ウィリ
せき

ス動脈輪閉 塞 症）、強直性 脊  椎 炎、悪性関節リウマチ、悪性高血圧、クローン病、
そく せき つい

ネフローゼ症候群、アミロイドーシス（原発性アミロイド症）、後縦 靭 帯骨化症、
じん

ハンチントン病、ウェゲナー肉芽 腫 症、母 斑 症、多系統 萎 縮症（線条体黒質変性
しゅ はん い

症、オリーブ橋小脳 萎 縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、シェーグレン症候群、
い

多発性 嚢 胞 腎 、表皮水 疱 症（接合部型及び栄養障害型）、 膿  疱 性乾 癬 、特発性門脈
のう じん ほう のう ほう せん

圧 亢 進症、広範 脊 柱管狭 窄 症、ミオトニー症候群、原発性胆汁性肝硬変、特発性
こう せき さく

好酸球増多症候群、重症急性 膵 炎、特発性大 腿 骨頭 壊 死症、混合性結合組織病、
すい たい え

びまん性 汎 細気管支炎、原発性免疫不全症候群、遺伝性（本態性）ニューロパチ
はん

ー、特発性間質性肺炎、プリオン病、網膜色素変性症、遺伝性ＱＴ延長症候群、
肺動脈性肺高血圧症、先天性ミオパチー、神経線維 腫 症、網膜脈絡膜 萎 縮症、進

しゅ い

行性筋ジストロフィー、ウィルソン病、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、骨髄線維
症、亜急性硬化性全脳炎、バッド・キアリ症候群、慢性血栓塞栓症肺高血圧症、
ライソゾーム病（ファブリー病を含む）、副 腎 白質ジストロフィー、 脊 髄性筋 萎 

じん せき い

縮症、アレルギー性肉芽 腫 性血管炎（チャーグ・ストラウス症候群）、原発性硬
しゅ

化性胆管炎、肝内結石症、自己免疫性肝炎、突発性肥大型心筋症（拡張相）、成
人スティル病、 脊 髄空洞症、家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）、球脊

せき

髄性筋萎縮症、肥大型心筋症、拘束型心筋症、ミトコンドリア病、リンパ脈管筋
腫症（ＬＡＭ）、重症多形滲出性紅班（急性期）、黄色靭帯骨化症、間脳下垂体
機能障害（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤＨ分泌異常症、
下垂体ＴＳＨ分泌異常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

　

あ
な
た
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

や
食
べ
ト
レ
体
操
で
、
む
せ
や
飲

み
込
み
が
良
く
な
る
コ
ツ
を
伝
授

し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
硬
い
も

６５

口
も
と
か
ら
の

口
も
と
か
ら
の
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り

口口
もも
とと歯歯

つつ
らら
つつ
教教
室室

■費
 

無
料

■申
 

４
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

１６

２７

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
生
徒

が
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
入
学

す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子
・

父
子
世
帯
で
、
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
が
い
る
世
帯

②　

歳
以
上
の
子
ど
も
が
い
な
い

２０
世
帯 ひ

と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

入
学
費
用
の

 

入
学
費
用
の

一
部
を
援
助

一
部
を
援
助

③
平
成　

年
度
の
市
民
税
が
非
課

２３

税
の
世
帯

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
。

▽
援
助
額

小
学
校
＝
３
万
９
５
０
０
円

中
学
校
＝
４
万
６
１
０
０
円

■申
 

生
活
福
祉
課
に
あ
る
所
定
の
申

請
書
に
入
学
証
明
書（
市
内
の
小
・

中
学
校
の
場
合
は
不
要
）
と
平
成

　

年
度
の
市
民
税
非
課
税
証
明
書

２３を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
金
）

１１

■先
 

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
に
南

２７

山
地
区
へ
認
可
保
育
所
（
民
設
民

営
）
新
設
に
向
け
、
民
間
所
有
地

（
２
０
０
０
〜
２
５
０
０
㎡
程
度
）

で
の
開
設
事
業
者
の
一
般
公
募
を

　

月
に
行
う
予
定
で
す
。

１０
　

開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●●
 

開
設
事
業
者
公
募
＝
平
成　

年
２４

　

月
１０ 認

可
保
育
所
開
設
に

認
可
保
育
所
開
設
に

向
け
た
事
業
者
の

向
け
た
事
業
者
の

一
般
公
募
を

一
般
公
募
を

　

月
に
行
い
ま
す

月
に
行
い
ま
す

１０１０

●●
 

開
設
事
業
者
決
定
＝
平
成　

年
２５

２
月

●●
 

園
舎
設
計
・
建
設
＝
平
成　

年
２５

４
月
〜
平
成　

年　

月　

２６

１２

●●
 

新
園
開
設
準
備
＝
平
成　

年
１

２７

月
〜
３
月

●●
 

開
設
＝
平
成　

年
４
月
〜

２７

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係

の
が
食
べ
に
く
い
方
や
口
の
渇
き

が
気
に
な
る
方

■日
 

５
月
８
日
・　

日
・　

日
、
６

１５

２２

月　

日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
４

１９
日
間
コ
ー
ス
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１０
■内
 

口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
、
講
義
、
個

別
ア
ド
バ
イ
ス

公園の駐車場が有料になります公園の駐車場が有料になります
　現在、市立公園の駐車場は無料開放していますが、
公共交通機関利用者との公平性の確保と受益者負担
の適正化、待機車両による渋滞発生の防止、自家用
車利用の抑制、一般利用のための駐車スペースの確
保などを図るため、6月1日（金）より、城山公園中央
図書館駐車場及び大丸公園駐車場が有料になります。
　なお、他の市立公園の駐車場についても順次有料
とする予定です。
■問緑と建設課緑と公園係

有料となる駐車場
駐車台数駐車料金開場時間名称
一般用
58台
身障者用
4台

①30分未満：無料
②30分以上1時間30分
以内：200円
③1時間30分を超える
場合：200円に②を
超える1時間毎に
100円を加算

※24時間最大1,200円

午前8時～
午後9時　

城山公園
中央図書館
駐車場

一般用
36台
身障者用
2台

24時間大丸公園
駐車場

１
日
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
、
運
営
す
る
法
人
を
募

集
し
ま
す
。

　

受
託
を
希
望
す
る
法
人
は
、
募

集
要
項
な
ど
を
確
認
の
う
え
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
高
齢
福
祉
課
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■対
 

担
当
区
域
内
に
事
業
所
ま
た
は

施
設
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
法

人※
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
担
当
区
域　

向
陽
台
・
長
峰
・

若
葉
台

▽
募
集
期
間　

４
月　

日（
月
）〜

１６

５
月　

日（
木
）

１０

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

対対 象象 疾疾 病病 名名

心心
身身
障障
害害
者者

福福
祉祉
手手
当当
44
月月
期期
分分

（（

月月
〜〜
33
月月
分分
））
をを

1122
振振
りり
込込
みみ
まま
しし
たた

　

歳
以
上

歳
以
上

7575高
齢
者
世
帯

 
高
齢
者
世
帯

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

民民
営営
ババ
スス

運運
賃賃
割割
引引
制制
度度

特
殊
疾
病
患
者

特
殊
疾
病
患
者

見
舞
金
制
度

見
舞
金
制
度

参
加
者
募
集

転転
倒倒
骨骨
折折
予予
防防
教教
室室



２４・４・１５（7）　代表電話は378－2111

稲
城
市
立
病
院　

眼
科
休
診
の
お
知
ら
せ

都
合
に
よ
り
、
５
月
２
日（
水
）は
眼
科
の
外
来
診
療
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
■問
 

市
立
病
院
管
理
課　

1　

・
０
９
３
１

３７７

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
習

５
月
募
集
科
目
の
案
内

受
講
者
募
集

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
等

育
成
講
座（
基
礎
講
習
）

平
成　

年
度
憲
法
週
間
行
事

２４「
講
演
と
映
画
の
集
い
」

だ
よ
り 

商  

工  

会 
　

市
民
が
自
ら
企
画
・
実
施
す
る

「
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
２

０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■日
 

５
月
４
日
（
金
・
祝
）
・
５
日

（
土
・
祝
）

■時
 

４
日
＝
午
前　

時
〜
午
後
６
時
、

１０

５
日
＝
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

■場
 

城
山
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■内
 

①
リ
サ
イ
ク
ル
と
分
か
ち
合
い

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

②
多
芸

多
彩
の
ま
つ
り
の
演
出　

③
心
の

こ
も
っ
た
手
づ
く
り
飲
食
売
店　

④
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ　

⑤
新

鮮
で
安
全
な
稲
城
産
野
菜
販
売
コ

▽
鯉
の
ぼ
り
掲
揚（
予
定
）　

４
月

　

日（
日
・
祝
）〜
５
月　

日（
土
）

２９

１２

①

歳
以
下
対
象

３４
「
実
践
！
採
用
担
当
者
に
選
ば
れ

る
応
募
書
類
＆
面
接
対
策
講
座
」

■日
 
　

４
月　

日（
水
）　
　

４
月　

（１）

２５

（２）

２６

日（
木
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■内
 
　

応
募
書
類
対
策
講
座　
　

面

（１）

（２）

接
対
策
講
座

②

歳
以
上
対
象

５５
「
自
分
を
活
か
す
！
再
就
職
対
策

講
座
」

■日
 

４
月　

日（
水
）

１８

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
◆
共
通
事
項

■場
 

■先
 

■問
 

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多

摩　

1　

・　

・
４
５
２
４

０４２

３２９

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ

　

７
年
目
感
謝
企
画　
!!

作
品
展
示
者
募
集

　

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
編
み
物
、ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
そ
の
他
手
作
り

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
作
品

を
展
示
し
て
み
た
い
と
い
う
方
を

み
ん
な
の
手
で
義
援
金
を
送
ろ
う

稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り

２
０
１
２

ー
ナ
ー　

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

市
民
活
動
に
ふ
れ
あ
う
展
示

■主
 

稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
２

０
１
２
実
行
委
員
会

▽
後
援　

稲
城
市
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

■問
 

稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）　

1　

・
３７８

３
８
０
０

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
の

就
業
支
援

鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・

五
月
人
形
展
の
お
知
ら
せ

市
民
市
民く

ら
し
の

く
ら
し
の相

談
相
談

　

市
で
は
、
市
民
生
活
の

安
定
を
目
的
に
下
表
の
よ

う
な
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
相
談
無
料
、
個
人

の
秘
密
厳
守
）
。

▽
予
約
方
法　

前
日
の
午

前
８
時　

分
か
ら
電
話
で

３０

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
第

２
日
曜
日
の
法
律
相
談
の

み
、
前
週
の
金
曜
日
午
前

８
時　

分
か
ら
予
約
で
き

３０

ま
す
。

▽
予
約
専
用
電
話　

1

　

・
２
２
８
６

３７８■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

▲坂浜地区少年消防クラブ
　春の火災予防運動ポスター集会
（2月26日・坂浜コミュニティ防災センター）

　坂浜地区少年消防クラブの子どもたち
16人が坂浜コミュニティ防災センターに
集まり、火災予防を呼びかけるポスターを
作成しました。
　～消したはず

決めつけないで　もう一度～　

▽
募
集
科
目　

①
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

（
デ
ー
タ
活
用
）
３
級
受
験
対
策 

②
Ｄ
Ｒ
Ａ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ　

③
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
法
（
応
用
）　

④
第

三
種
電
気
主
任
技
術
者
科
目
合
格

対
策
（
法
規
）

■対
 

都
内
在
住
・
在
勤
で
在
職
中
の

方■定
 

①　

人　

②　

人　

③　

人　

３０

１５

２５

④　

人
４０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■費
 

①
②
③
各
６
５
０
０
円　

④
１

６
０
０
円

■申
 

往
復
は
が
き
〔
５
月
８
日（
火
）

消
印
有
効
〕
、
フ
ァ
ク
ス
〔
５
月

　

日（
木
）必
着
〕
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

１０Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■場
 

■先
 

■問
 

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
府
中
校
・
人
材
育
成
プ
ラ
ザ

（
〒　

・　

府
中
市
南
町
４
の　

１８３

００２６

３７

の
２
）　

1　

・　

・
８
２
０
４
、

０４２

３６７

5　

・　

・
８
２
１
７

０４２

３６７

　

東
京
都
で
は
、
緑
に
関
す
る
知

識
や
経
験
を
有
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

■対
 

都
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

１８

の
方
で
、
緑
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
経
験
が
１
年
間
に　
１０

日
以
上
あ
る
方

■日
 

６
月　

日
（
土
）
〜
９
月
１
日

２３

（
土
）の
土
・
日
曜
日
の
う
ち
の
８

日
間
（
計　

時
間
）

３６

■定
 
　

人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

５０
■内
 

自
然
観
察
・
体
験
活
動
や
緑
地

保
全
活
動
の
指
導
者
及
び
サ
ポ
ー

ト
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
方
の

た
め
の
講
習

■費
 

１
万
４
４
０
０
円

■申
 

①
郵
送
（
〒　

・　

東
京
都
環

１６３

８００１

境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課
保
全

係
）
、
②
電
子
メ
ー
ル
（
�S００

００７２４
@
section

.m
etro.

tokyo.jp

）
、
③
フ
ァ
ク
ス
（
5

　

・
５
３
８
８
・
１
３
７
９
）
の

０３い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
金
）

１１

※
当
日
消
印
・
受
信
有
効

■日
 

５
月
７
日（
月
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
５
時

３０

■場
 

ル
ネ
こ
だ
い
ら
（
西
武
新
宿
線

小
平
駅
南
口
徒
歩
３
分
）

■定
 

１
２
０
０
人
（
会
場
先
着
順
）

■内
 

講
演
「
つ
ま
づ
い
た
っ
て
い
い

じ
ゃ
な
い
か　

に
ん
げ
ん
だ
も
の

〜
父　

相
田
み
つ
を　

を
語
る
〜
」

と
映
画「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」

（
字
幕
付
き
、
副
音
声
付
き
）
の

上
映

■費
 

無
料

※
託
児
室
（
要
予
約
）
、
手
話
通

訳
、
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

■問
 

東
京
都
総
務
局
人
権
部　

1

　

・
５
３
８
８
・
２
５
８
８
、
5

０３
　

・
５
３
８
８
・
１
２
６
６

０３東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部　

1

　

・
５
２
１
３
・
１
３
６
５

０３小
平
市
総
務
課　

1　

・　

・
９

０４２

３４６

５
１
１

※
電
子
メ
ー
ル
及
び
フ
ァ
ク
ス
に

て
応
募
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
電
話

に
て
受
信
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
込
書
及
び
講
習
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
「
東
京
都
環
境
局
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
緑
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
」で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■問
 

東
京
都
環
境
局
緑
環
境
課　

1

　

・
５
３
８
８
・
３
５
５
５

０３

※
鯉
の
ぼ
り
・ 
幟 
旗
の
寄
附
を

の
ぼ
り

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
お
手
伝

い
の
で
き
る
方
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
五
月
人
形
展
示
日
（
予
定
）　

５
月
１
日（
火
）〜
５
日（
土
・
祝
）

■主
 

坂
浜
自
治
会
・
水
車
の
会

■問
 

上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館
（
〒

　

・　

稲
城
市
若
葉
台
１
の　

の

２０６

０８２４

２８

２
）　

1　

・
７
１
１
２

３３１

募
集
し
ま
す
。

■日
 

展
示
期
間　

９
月
１
日（
土
）〜

　

日（
土
）（
日
曜
日
、
祝
日
を
除

２９く
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

■定
 

１
組
（
選
考
）

■費
 

無
料

■申
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■限
 

６
月　

日（
水
）

２０

■場
 

■先
 

■問
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸

　

の
５　

川
崎
街
道
東
長
沼
交
差

１１８点
南
）　

1　

・
６
５
４
６

３７７

受
講
者
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
で
文
字
入
力
の
で
き

１８
る
方

■日
 

５
月
８
日（
火
）・
９
日（
水
）

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分※
２
日
間
、
計
６
時
間

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 
　

人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

１０
■内
 

コ
ー
ス
＝
パ
ソ
コ
ン
活
用
入
門

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■費
 

３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
無
料
）

■申
 

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
・

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
日
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

学習教室

費用
（月額）

募集人数
（申込
先着順）

時間曜日科目対象

7,000円

若干名

午後4時30分
　～6時20分

火・木算数・
国語

小学4年生
水・金小学5年生

5,000円午後7時
　～9時

火または
金

数学

中学1年生

火または
木中学2年生

木または
金中学3年生

生
徒
募
集　

学
習
教
室

■対
 

■日
 

■内
 

■費
 

な
ど　

右
下
表
の
と
お

り■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

■申
 

４
月　

日（
月
）以
降
に
、
直
接

１６

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

時間相談日相談員相談の内容相談の種類

午前9時～正午
（定員5人

1人30分）

毎月
第1・3・4火曜日
第1・2・3・4
木曜日
第2日曜日

弁護士

離婚問題、遺産相続、
土地・家屋の賃貸借
問題、金銭の貸し借
り、自己破産など法
律的問題

法律相談
（1案件につ
き1回）

午前9時～正午
（定員3人

1人60分）
毎月第2火曜日弁護士

被害者・加害者の損
害賠償の問題、示談
の方法、保険の手続
きなど

交通事故相談
（予約随時）

午後1時30分
～4時30分

（定員3人
1人60分）

毎月
第1・3金曜日

法務省人権擁
護委員

夫婦・家族の間での
不和や争い、近所ト
ラブルなど、人権侵
害に関わること

人権・身の上
相談
（予約随時）

午後1時30分
～4時30分

（定員4人
1人40分）

毎月第2火曜日総務省行政相
談委員

国や独立行政法人な
どの仕事についての
苦情や疑問など

行政相談
（予約随時）

毎月第3火曜日
東京都行政書
士会府中支部
会員

離婚、相続、遺言、
契約など、くらしの
中で生じる書類の作
成、手続きに関する
こと

遺言書作成な
どくらしの書
類作成相談

毎月
第2・4水曜日

東京都宅地建
物取引業協会
府中稲城支部
会員・東京都
不動産鑑定士
協会会員

不動産の契約更新・
解除、アパートの立
退料・家賃の値上げ、
土地の価格や不動産
の売買・交換、地代・
更新料など

不動産相談

毎月第2木曜日
東京司法書士
会多摩支部会
員

土地建物の名義変更
など登記に関するこ
と

不動産の相
続、贈与など
の登記相談

毎月第3木曜日東京税理士会
日野支部会員

相続税、贈与税、所
得税など税金に関す
ること

税務相談

毎月
第1・3水曜日
（※）

稲城市住宅リ
フォーム協議
会会員

住まいの修繕・増改
築などリフォームに
関すること

住宅リフォー
ム相談

毎週月～金曜日
第1・3土曜日
（電話相談のみ）

消費生活専門
相談員

不当請求、訪問販売
など、消費者トラブ
ルに関すること

消費者相談
（相談電話
378－3738）

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

※住宅リフォーム相談については、毎月第1水曜日の相談は前月25日まで、毎月
第3水曜日の相談は当月10日まで予約を受け付けます。



２４・４・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

休
日
・
夜
間
救
急
の
医
療
機
関
案
内　

東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」　

1　

・
５
２
７
２
・
０
３
０
３　
 　
 h

ttp
://w

w
w
.h
im
a
w
a
ri.m
e
tro
.to
kyo
.jp
/ 　

稲
城
消
防
署　

1　

・
７
１
１
９

０３

HP

３７７

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５３

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

■日
 

６
月　

日（
月
）

１８

■時
 

午
前
９
時
〜
正
午

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
抽
選
）

４０
■内
 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（ 　
 h

ttp
s://w

w
w
.

HP

e

‐tetsu
zu
k
i９９
.com

/to
k
y
o/

、
携
帯

電
話
か
ら
は
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

４
月　

日（
月
）必
着

２３

※
抽
選
結
果
は
期
日
の　

日
前
ま

１０

で
に
通
知
し
ま
す
。

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※4月21日の消費者相談は、電話（1378－3738）相談のみとなります。
※5月1日の法律相談は、4月27日（金）に予約を受け付けます。
※5月2日の住宅リフォーム相談は、4月25日（水）まで予約を受け付けます。

＋休日急病診療所　矢野口クリニック（矢野口）9時～5時 �� 1379－0939
＋休日薬局　　　　オーベル薬局矢野口店（矢野口）9時～5時 � 1379－0925日4／○１5 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月16

定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
遺言書作成などくらしの書類作成相談
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火17

1歳6カ月児健康診査（平成22年9月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水18

3歳児健康診査（平成21年3月生まれ） 保健センター
1歳児歯科健康診査（平成23年3月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木19

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（予約随時） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金20

消費者相談（電話相談） 10時～正午・1時～3時 消費者相談室土21
＋休日急病診療所　立花こどもクリニック（東長沼）9時～5時 � 1378－7277
＋休日薬局　　　　丘の上薬局（東長沼）9時～5時 ����� 1378－3388日○２２ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月23

3カ月～4カ月児健康診査（平成23年12月生まれ） 保健センター
定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火24

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水25

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木26

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金27

休日窓口　8時30分～正午、1時～5時
 ������ 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 1時～4時（前日までに予約） 福祉センター

土28

＋休日急病診療所　稲城腎・内科クリニック（東長沼）9時～5時 � 1370－7611
＋休日薬局　　　　かしの木薬局（東長沼）9時～5時 ���� 1370－4193日○２９ 
＋休日急病診療所　こせき内科クリニック（矢野口）9時～5時 � 1377－0035
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）9時～5時 ������ 1370－2182月○３０ 
定期健康相談 9時～11時（27日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
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 虚  血  性 
きょ けつ せい

 腸 
ちょう

 疾  患 
しっ かん

　

虚
血
性
腸
疾
患
は
、
血
管
の
老

化
が
進
ん
だ
高
齢
の
人
に
多
く
見

ら
れ
る
腹
部
疾
患
で
、
主
要
血
管

に 
閉  
塞 
の
な
い
虚
血
性
大
腸
炎
と

へ
い 
そ
く

血
管
閉
塞
が
あ
る
腸
間
膜
血
管
閉

塞
症
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

虚
血
性
大
腸
炎

　

虚
血
に
よ
る
腸
管
の
変
化
に
よ

り
、
さ
ら
に
一
過
性
型
、狭 
窄

    

型
、

き
ょ
う
さ
く

壊え
   
 
死  
穿  
孔 
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

し 

せ
ん 
こ
う

左
下
腹
部
を
中
心
と
し
た
急
激
な

腹
痛
で
始
ま
り
、
下
血
・
下
痢
が

出
現
し
ま
す
。
一
過
性
型
で
は
症

状
は
数
日
か
ら
１
〜
２
週
間
で
完

全
に
消
失
し
ま
す
が
、
狭
窄
型
で

は
急
性
の
症
状
が
治
ま
っ
た
の
ち
、

腸
管
狭
窄
に
よ
る
腹
痛
が
持
続
し

ま
す
。
壊
死
穿
孔
型
は
ま
れ
で
、

症
状
経
過
は
後
述
す
る
腸
間
膜
血

■問 稲城市保健センター
1378－3421

管
閉
塞
症
に
類
似
し
ま
す
。
一

過
性
型
、
狭
窄
型
に
対
し
て
は

絶
食
、
補
液
な
ど
の
保
存
的
治

療
を
行
い
ま
す
。
狭
窄
が
高
度

の
場
合
と
壊
死
穿
孔
型
で
は
手

術
を
要
し
ま
す
。

腸
間
膜
血
管
閉
塞
症

　

腸
管
の
動
脈
閉
塞
や
静
脈
閉

塞
に
よ
り
、
腸
管
の
虚
血
性
変

化
が
も
た
ら
さ
れ
る
疾
患
で
す
。

急
激
に
起
こ
る
腹
部
の 
疝  
痛 

せ
ん 
つ
う

（
さ
し
こ
む
痛
み
）、
吐
き
気
、

嘔お
う

   
 
吐 
、
下
血
、
下
痢
が
主
な
症

と

状
で
す
。
症
状
が
進
む
に
つ
れ

全
身
状
態
が
悪
化
し
ま
す
。
血

管
造
影
や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
腸
間
膜

血
管
の
閉
塞
を
認
め
れ
ば
確
診

と
な
り
ま
す
。
経
動
脈
性
に
血

栓
除
去
を
行
う
か
、
血
管
切
除

が
治
療
法
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
早
期
診
断
が
難
し
く
、
血

管
病
変
が
高
度
に
進
ん
だ
高
齢

者
に
多
発
す
る
た
め
一
般
に
予

後
は
不
良
で
す
。

稲
城
市
医
師
会　
 
山  
川 　
 
晴  
耕 

や
ま 
か
わ 

せ
い 
こ
う

■内
 

歯
科
健
康
診
査
・
個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ
・

コ
ッ
プ
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月
２
日（
水
）必
着

■対
 

市
内
在
住
で
、
健
診
日
現
在
妊

娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

■日
 

５
月　

日（
金
）

１１

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

２５

２
時

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診

査
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
相
談

■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
３
カ
月
か

ら
６
カ
月
に
至
る
ま
で
の
お
子
さ

ん　※
生
後
３
カ
月
の
お
子
さ
ん
に
は

通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

■日
 

４
月　

日（
木
）

２６

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時
（
時
間
厳
守
）

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
接

種
は
自
費
と
な
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
病
気
な
ど
に
よ
り
、
当
日
接

種
で
き
な
い
方
は
、
早
め
に
保
健

セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

方
、
３
期
＝
平
成　

年
４
月
２
日

１１

〜
平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

１２

た
方
、
４
期
＝
平
成
６
年
４
月
２

日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方

※
対
象
者
に
は
、
既
に
お
知
ら
せ

を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
転
入
な
ど

で
予
診
票
が
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■間
 

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２５

３１

■場
 

市
内
指
定
医
療
機
関

■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
麻

し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
る
に
当
た
っ
て
の
同
意
書（
３

期
・
４
期
の
方
で
保
護
者
が
同
伴

し
な
い
方
の
み
）

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

▽
注
意　

保
護
者
の
方
は
、
お
知

ら
せ
に
同
封
の
「
麻
し
ん
及
び
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
に
当

両
親
学
級
＝　

月
と
３
月
を
除
く

１１

毎
月
開
催

※
日
程
・
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

組
（
申
込
先
着
順
）

２０
■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

■申
 

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▲申込記入例

２歳児歯科健康診査
希望

１ ．5月9日（水）
２ ．幼児氏名
　　（フリガナ）
３ ．保護者氏名
４ ．幼児生年月日
５ ．住所
６ ．電話番号

胃がん検診希望

１ ．6月18日（月）

２ ．ｉプラザ

３ ．住所

４ ．氏名（フリガナ）

５ ．生年月日（年齢）

6 ．電話番号

▲申込記入例

た
っ
て
の
説
明
」
を
よ
く
お
読
み

く
だ
さ
い
。

　

３
期
・
４
期
の
方
で
保
護
者
が

同
伴
し
な
い
場
合
は
、
「
麻
し
ん

及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
に
当
た
っ
て
の
同
意
書
」
及
び

「
予
診
票
」
の
保
護
者
自
署
欄
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

予
防
接
種

予
防
接
種

（
平
成

年
度
）

（
平
成　

年
度
）

2424

麻
し
ん

麻
し
ん
・・
風
し
ん

風
し
ん
予
防
接
種

予
防
接
種

（
2
期
・
3
期
・
4
期
）

（
2
期
・
3
期
・
4
期
）

　

広
報
い
な
ぎ
平
成　

年
４
月
１

２４

日
号
８
面
の
「
表
２　

平
成　

年
２４

度　

前
期
定
期
予
防
接
種
」
中
、

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
第
４
期

の
法
定
接
種
年
齢
が
「
平
成
５
年

４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日

生
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
６
年

４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日

生
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
や
、
食
べ
方
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
を
対
象
に
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
４
月
生
ま
れ
の
お
子

２２

さ
ん

■日
 

５
月
９
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
が
あ
り
ま
す
。
健
康
診

査
を
機
会
に
、歯
と
お
口
の
健
康
、

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

■対
 

母
親
学
級
＝
市
内
在
住
の
初
産

婦
（
１
日
目
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
）
・
両
親
学
級

＝
市
内
在
住
の
初
産
婦
と
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
の
方

■日
 

母
親
学
級
＝
８
月
と
１
月
を
除

く
毎
月
開
催
（
１
学
級
２
日
制
）・

　

市
で
は
、
国
の
「
麻
し
ん
排
除

計
画
」
に
基
づ
き
、
５
歳
以
上
７

歳
未
満
の
方
（
平
成　

年
度
に
小

２５

学
校
に
入
学
予
定
）
、
中
学
１
年

生
、
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方
を
対
象
に
麻
し
ん
・
風
し

ん
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

２
期
＝
平
成　

年
４
月
２
日
〜

１８

平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

１９

◆
お
詫
び
と
訂
正

◆
お
詫
び
と
訂
正

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・

　

問
い
合
わ
せ

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1 
1　

・
3
4
2
1

206
0804

112

378

平
成

年
度

平
成　

年
度

2424
母
親
学
級

  
母
親
学
級

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）・・

両
親
学
級

  
両
親
学
級

（
パ
パ
マ
マ
コ
ー
ス
）

（
パ
パ
マ
マ
コ
ー
ス
）


